
 

６ 令和６年度 学校評価報告書（実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月６日実施） 

総合評価（３月 31日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①生徒の学び直しと

日本語支援を充実さ

せ、学ぶことに苦手意

識を持つ生徒の生き

る力の基礎となる能

力の習得を目指す。 

②生徒の実情やニー

ズを踏まえた多様な

学習機会の整備を図

るため、ICT の活用

を含めた環境整備、

外部連携を推進す

る。 

③教科横断的な視点

に立ち、言語能力、情

報活用能力、問題発

見・解決能力等の資

質・能力を育成する。 

①生徒一人ひとりの

実情に応じたより効

果的な指導の確立

を目指す。 

②生徒の実情や社

会的ニーズを踏まえ

た多様な学習機会

の整備を進める。 

③教科横断的な視

点に立ち、言語能

力、情報活用能力、

問題発見・解決能力

等の資質・能力を育

成する。 

①課題のある生徒に対しての

効果的な指導法について検討

するべく、学年会や教科会お

よび SST 等の研修を行う。 

②生徒が主体的に学習を深

めていくようにするため、ICT

をどのように利用するのが効

果的か、検討を続ける。 

③教科横断的な視点に立った

取組みを検討し、言語能力、

情報活用能力、問題発見・解

決能力を育成するための取り

組みを模索し、総合的な探究

の時間では、「課題探究発表

会」を継続する。 

①課題のある生徒に対し

ての効果的な指導法につ

いて検討でき、生徒の実情

に応じた指導法を確立で

きたか。 

②ICT を活用した授業を

より充実し、生徒の実情や

社会的ニーズをふまえた

多様な学習機会が増えた

か。 

③総合的な探究の時間に

おいて教科横断的な視点

に立った取組みを行い、言

語能力、情報活用能力、問

題発見・解決能力を育成

できたか。 

①１年次学校設定科目「ホ
ープ」において国語・数学・
英語の基礎力の補充がで
きた。 
②２学期に電子黒板が各教
室に導入され授業での活用
はかなり進んだ。 
③総合的な探究の時間の
授業では生徒の興味関心
に沿って、教科にとらわれな
い研究・発表ができた。全
日制を含めた県立高校の
探究活動発表会においても
高く評価される発表もあっ
た。 

①「ホープ」で得られた生徒
に関する情報を職員全体で
共有し、国語・数学・英語以
外の教科でも授業の改善に
つながるようにする。 
②教員の利用に加え、生徒
の ICTの利用促進を図る。 
③総合的な探究の時間の
授業は生徒の取り組みがよ
いが、発表することについ
て心理的ハードルが高い生
徒もおり、全体のレベルアッ
プできるようさらなる改善を
検討する。 

・地元商店街と生徒と
のつながりを何かしら
作ることができるとよ
いのではないか。総合
的な探究の時間など
で活用する方法などを
考えてもらえるとよ
い。 

①１年次学校設
定科目「ホープ」
では、基礎学力
を丁寧に伸ばす
ことができた。学
びに特性がある
生徒についての
情報共有が今後
の課題である。 
②一人一台端末
を活用し、すべて
の科目で個別最
適な学びを推進
する必要がある。 
③総合的な探究
の時間における
発表の形式を、
ICT を活用する
ことにより個別最
適化することが必
要である。 

①１学年学校設
定科目「ホープ」
における学習状
況について職員
に情報共有を行
い、生徒の特性
を意識した指導
を徹底する。 
②③一人一台端
末の貸し出し方
法を改善し、授業
での活用を促進
す る と と も に 、
ICT を活用した
個別最適な学び
をテーマとした研
究授業を学校全
体で実施する。 
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生徒指導・ 
支援 

①生徒一人ひとりの

抱える課題を踏まえ

たきめ細かな生活指

導と相談体制を充実

させる。 

②部活動を充実さ

せ、生徒が有能感を

感じられる取組みを

進め、また行事等にお

いても生徒の主体的

な活動を支援する。 

①生徒の現状と課

題の把握および支

援方法について定

期的に検討し、全教

員で情報共有を図

る。特に、スクール・

カウンセラー（ＳＣ）

やスクール・ソーシ

ャル・ワーカー（ＳＳ

Ｗ）との連携を行

い、組織的・計画的

な校内体制を確立

する。 

①全生徒への情報

発信を日頃から行

い、学校生活・健

康・保健・安全・食育

等について生徒の

意識を高める工夫

をする。 

②部活動・行事等の

活性化を図り、限ら

れた時間でも成果

を出し、生徒が有能

感を感じられるよ

う、部活動・行事等

の内容や指導方法

を工夫する。 

①生徒の現状と課題や支援方

法を情報共有会議等で早期

把握、また、校内研修会等を

活用し支援方法の共有を図り

実際の指導に生かす。 

①きめ細かな生活指導と充実

した個別相談を行い、生徒の

困り感への対応と校内外のト

ラブルの未然防止に努める。 

①ICT の活用、保健便り、各

種情報掲示物等を活用し、生

活・保健・安全・健康等につい

て、全生徒への情報発信を行

い、生徒の健康上の問題や、

生徒指導上の問題等を未然

に防ぐ。 

①食堂の利用実態を把握する

ためにアンケートを実施し、利

用率向上と食育指導の充実を

図る。 

②部活動・行事等の時間をで

きる限り多く確保するために

部活動週間等を活用し、限ら

れた時間内で活動内容を工夫

し活性化させる。 

①ＳＣやＳＳＷと計画的か

つ迅速に連携し、学年会や

研修会等で情報を共有し

て実際の指導に反映させ、

きめ細かな生徒指導や生

活支援により生徒の課題

解決につなげることができ

たか。 

①全生徒への情報発信を

積極的に行い、学校生活

や健康上の問題、生徒指

導上の問題等を未然に防

ぐことができたか。 

①食堂利用の実態を把握

し、利用率向上と食育指導

に繋げられたか。 

②限られた活動時間を有

効活用し、部活動・行事等

がより活性化し、生徒の参

加率を高め、心の充実度

や達成感が増したか。 

①教育相談担当者を中心
に、SC・SSW、関係職員と
連携し常に情報共有を図
り、課題解決に向けて丁寧
に長期的な視野を持ち支援
出来た。 
①いじめやサポートドックア
ンケート結果に基づき早期
に聞き取り及び面談等を行
い、生徒の不安解消及び健
康で安心安全な学校生活
を目指し全職員に働きかけ
た。また、校内外の相談機
関等を周知し相談環境を整
えた。 
①食堂利用について全校
生徒にアンケートを実施し、
利用状況と課題等の把握を
行った。 
また、利用率向上及び食育
促進のため、担当者が利用
促進案内とメニュー等の連
絡を随時行い、生徒の食堂
利用に繋げた。 
②各部、部活動週間等の限
られた時間を活用し、生徒
の心身の成長に繋がる指導
を行った。 

①SC・SSW との連携によ
り、生徒の課題解決に向け
て、職員全体で情報共有を
図り、必要に応じて外部機
関との連携や校内支援体
制の周知を図れるよう、今
後も継続実施する必要があ
る。 
①SC・SSW との協働を図
り、今後も本校の生徒の実
態に即した研修等の実施
や、課題解決に向けての支
援方法の共有を図る必要
がある。 
①夜間定時制生活における
健康課題を意識できるよ
う、今後も食堂等の活用を
含め、心身の健康生活促進
を図れるよう具体的支援を
探る必要がある。 
①生徒の自発的な活動と、
心身の発達を促すことが出
来るよう、各部の指導法の
工夫と安全管理の確認を行
い、活性化を図る必要があ
る。 

・文化祭や部活動を通
して、生徒が自己肯定
感を感じられるような
取り組みをしてもらい
たい。 

①SC,SSW との
連携により、丁寧
に長期的な視野
を持って支援す
ることができた。 
①いじめアンケー
トやサポートドッ
クの結果に基づ
き即座に面談等
を実施し、生活支
援グループのリ
ーダーシップのも
と、生徒の不安解
消や健康で安心
安全な学校生活
を目指した。全職
員で情報共有し
協力体制を築く
ことが今後の課
題である。 
②部活動の活性
化を今後も進め
ていく必要があ
る。 

①職員会議での
生徒情報共有に
加えて、毎日の打
ち合わせ時にも
生徒情報を共有
するようにする。 
②部活動には生
徒全員に所属し
てもらい、限られ
た活動時間内で
より柔軟な活動
ができるように支
援する。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月６日実施） 

総合評価（３月 31日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 
進路指導・ 
支援 

①生徒一人ひとりの自

己実現を目指し、教育

活動全体を通したキャ

リア教育を推進し、４

年間を見通したキャリ

ア教育を実現する。 

②進路情報の提供に

ついて外部との連携

を図り、内容を充実さ

せる。 

①生徒一人ひとりの

キャリア意識を高

め、自分の進路につ

いて深く考えさせる

ことで、グループ、学

年、教科、外部機関

が連携し、組織的か

つ継続的に、進級・

卒業・進路決定につ

ながるキャリア教育

を推進する。 

②進路選択における

情報提供を外部と連

携し効果的に行う。 

①生徒のキャリア意識を高める

ために、進路ガイダンス、進路

説明会、就職セミナー等を外部

機関とも連携して実施するほ

か、進路なんでも相談、個人面

談、授業やＬＨＲ等を利用し、

個々の生徒に配慮した支援を

行う。 

①４年間を見通したキャリアプ

ランを検討し、継続的なキャリ

ア支援を推進する。 

②ＩＣＴを活用した進路支援の

方法を検討し、情報提供等、効

果的なキャリア教育を推進す

る。職業適性検査を実施する。 

①進路ガイダンス、進路説

明会、進路なんでも相談、

個人面談等を効果的に実

施することで、生徒のキャリ

ア意識を高めることができ

たか。 

①進級・卒業・進路決定に

向けて生徒が主体的に考

え、行動できたか。 

②情報提供等の進路支援

で、生徒が自ら進路活動に

取り組むようになり、各自に

合った進路情報や自分の進

路を主体的に考えることが

できたか。 

①進路講演会年2回実施、
進路なんでも相談、就職ガ
イダンス、身だしなみセミナ
ーを実施し、在校生・卒業
生のキャリア意識を高める
ことができた。 
②進路講演会を年２回に増
やし、在校生の進路に考え
機会を増やした。各学年の
取り組みを集約し、校務運
営G主体で推進した。 
③ハンディ進路指導室を導
入し、校内求人票のデジタ
ル化を推進した。さらに、そ
れを活用し、総合的な探究
の授業を実施した。 

①進路ガイダンスや講演会
等が一時的な支援で終わら
ないよう、個別的な支援を
継続的に実施する必要があ
る。 
②4年間のキャリアプランを
全体に示し、全職員で取り
組める体制づくりが求めら
れる。指導内容の見直しや
新規企画の検討をおこなっ
ていく。 
③３卒生への対応のため、
ハンディ進路指導室の導入
を２学年にも拡大・周知す
る。 

・校内求人票のデジタ
ル化は生徒の就職支
援に有効だと思う。 
・４年間を見通したキャ
リア支援のプランを是
非策定し、継続的に実
施していくとよいので
はないか。 

①進路ガイダン
スや講演会を適
宜実施し、生徒の
キャリア意識を高
めた。今後は、４
年間を見通した
キャリア支援を実
施する必要があ
る。 
②校内求人票の
デジタル化を行
い、就職活動を
効率化した。早い
段階で生徒に周
知し活用できると
よい。 

①４年間を見通し
たキャリア支援に
ついて、年度の早
い段階から全職
員に周知し、具体
的に計画を進め
ていく必要があ
る。 
②ハンディ進路
指導室を２学年
のキャリア学習で
活用をしていく。 

４ 
地域等との 
協働 

①保護者や地域と協
働・連携した教育活動
を展開し、信頼される
学校づくりを行う。 
②教科やキャリア教育
の観点で協働を図り。
地域に根ざした学校を
目指す。 

①地域貢献活動・ボ

ランティアや文化祭

等の学校行事を活

性化し、保護者や地

域（地元商店街等含

む ） 、 関係機関の

方々と本校との連携

を深める。 

①ホームページ等に

よる情報発信や広報

活動を積極的に行

い、希望ケ丘高校定

時制の特色や良さを

アピールし、より正確

に本校を理解しても

らう。 

②教科やキャリア教

育における地域との

協働についての施策

を検討する。 

①地域貢献活動や文化祭等

の学校行事を通して、本校と

外部の関係機関、地域、保護

者との連携を深め、信頼され

て活気のある学校づくりを行

う。 

①ホームページの定期的な更

新を積極的に行い、広報活動

を効果的に推進する。 

②総合的な探究の時間や進

路活動の場面において、地域

との協働の方法を検討または

実施する。 

①地域貢献活動や文化祭

への参加者が増え、学校

行事が活性化し、本校と外

部の関係機関、地域、保護

者・生徒との信頼関係が深

まり、信頼される学校づく

りにつながったか。 

①校内外での広報活動や

ホームページ等での情報

発信を積極的に行うこと

で、希望ケ丘高校定時制

の良さをより正確に理解し

てもらうことができたか。 

②地域との関係を構築し

つつ、次年度に繋げられる

施策を検討または実施で

きたか。 

①地域貢献活動では、全校
生徒、職員、地域の警察及
び青少年指導員、ＰＴＡの
方々と一緒に地域の美化活
動を行い、安全な通学路確
保と地域交流を深められ
た。 
また、文化祭では、保護者
及び地域の方々と生徒との
交流が多数見られ、活気が
あり、信頼される学校づくり
に繋がった。 
①授業見学、広報誌の作
成、文化祭の PTA 企画な
ど、保護者と学校との連携
を深めた。 
①ホームページを常に更新
し、学校見学を受け入れ、
校内・外で希望ケ丘定時制
についての説明会を４回実
施することで、本校定時制
について正確に理解しても
らうことができた。 

①地域貢献活動は毎年継
続実施するために、地域の
警察及び青少年指導員の
方々及びＰＴＡの方に協力
要請をしていきたい。また、
生徒会を中心に全校生徒
の参加を呼びかけ、地域と
の連携の大切さを知る取り
組みを絶やさず、今後も信
頼される学校づくりに繋げ
ていく。 
①PTA 活動や学校行事等
への保護者の参加方法に
ついて更に PTA 役員との
コミュニケーションを取る。 
①定時制の特色を正確に
理解してもらうため、ホーム
ページの情報発信をよりタ
イムリーに行う。 
②総合探究の中で、地域と
の協働の可能性を模索す
る。 

・１年に一度、地域貢献
活動の際に地域清掃
に地元商店街と警察
署、青少年指導員の
方にもご参加いただい
ている。生徒に少しで
も地域とのつながりを
感じてもらいたい。今
後もぜひ続けていって
もらいたい。 

①地域清掃など、
地域の方と連携
しながら地域に
貢献することはで
きたが、地域との
連携方法をさら
に工夫する必要
がある。 

①総合的な探究
の時間などで、地
域との交流やつ
ながりを感じられ
るような試みがで
きるとよい。 

５ 
学校管理 
学校運営 

①生徒にとって安全・
安心な学校づくりを推
進するとともに、職員
一人ひとりが事故・不
祥事防止に積極的に
取り組む。 
②業務改善のために
業務のスリム化やデー
タ管理などを推進す
る。 

①生徒一人ひとり
が、法律を遵守し、
交通安全や防犯、防
災等に高い意識をも
って高校生活を過ご
すことができるよう
に、説明会や講演
会、訓練等を行う。 
②職員の事故・不祥
事防止については、
職員全体で主体的
に取り組み、ミスや
不祥事の無い職場
環境を維持する。 
 

①関係外部機関と連携して、

実践的な交通安全教育、防犯

教育、防災教育を効果的に実

施する。 

①防災用品や防災備蓄品の

点検をしつつ、実践的な防災

訓練を実施する。 

②定期テストの共通化、情報

共有、複数による点検確認作

業の徹底等を継続する。 

①説明会、講演会、訓練等

を効果的に実施すること

で、交通安全や防犯、防災

に関する生徒の知識や理

解を更に深めることがで

き、より安心で安全な学校

づくりにつながったか。 

②事故や不祥事防止に取

り組むことで、事故や不祥

事を未然に防ぐことがで

き、ミスや事故・不祥事の

無い職場環境を維持する

ことができたか。 

①車両通学者に利用時の
取り決めと、交通安全の周
知を図るために説明会を実
施すると共に、日々声掛け
を行い安全指導を行った。 
①地域貢献活動等におい
て、地域の警察や青少年指
導員の協力を得て、生徒の
防犯意識の向上を図ること
が出来た。 
①夜間定時制の特色を生
かした実践的な訓練を実施
した。 
②定期テストの共通化、情
報の共有化、成績処理等の
点検作業を徹底した。当事
者意識を持ちながら事故が
起こらない職場環境を継続
することができた。 

①車両通学説明会により、
交通安全に対する生徒の
意識付けを図り、事故防止
に繋がるよう、日常の声掛
けを行う。 
①地域貢献活動等を継続
し、地域の警察や青少年指
導員等の方々と協力し、生
徒の防犯意識を高め、地域
の安心安全な環境作りに繋
げていく。 
①災害時にはより迅速に行
動できるよう、夜間定時制
に合った実践的な避難訓練
を継続する。 
②職員の事故防止、情報の
共有化、成績処理等での点
検作業の徹底を今後も継
続する。 

・車両通学指導は交通
安全教育の観点から
評価できる。これから
も全生徒に対する交
通安全教育を充実し
てもらいたい。 
・防災教育について
も、継続して実施して
いってもらいたい。 

①車両通学者に
説明会を行い、
交通安全意識の
向上を図ったが、
更に生徒の防犯
意識を高め、学
校周辺の安全な
環境づくりを進め
ることが必要であ
る。 
①夜間定時制に
合った実践的な
避難訓練を実施
した。 
②事故防止のた
めの点検作業な
どを引き続き徹
底する。 

①交通安全や防
犯、防災に関する
生徒の知識を深
められるような授
業について、より
工夫して実施す
る。 
②成績処理の点
検作業やテスト
答案誤廃棄防止
等の対策を引き
続き徹底する。 

 


